
 

 

未来に夢を描き、行動するシンクタンクへ 

すべての人にスポーツの楽しさを 

笹川スポーツ財団（SSF）は“スポーツ・フォー・エブリワン”を推進している公益財団法人です。 

SSFは、ボートレースの交付金による日本財団の助成を受けて活動しています。 

2015 年 2 月 24 日 

報道関係各位 

公益財団法人 笹川スポーツ財団 
 

 

報道関係者向け説明会開催のご案内 
 

 

成人の運動・スポーツライフに関する全国調査報告書 

「スポーツライフ・データ2014」 

3月6日（金）11：00より開催 
「東京オリンピック・パラリンピック」の観戦希望やボランティア実施希望などについて調査。 

 

 

 

「スポーツ・フォー・エブリワン」を推進する笹川スポーツ財団（所在地：東京都港区赤坂 理事長：

小野清子 以下：SSF）が『スポーツライフに関する調査』を取りまとめました。 

SSFでは、20歳以上を対象とした本調査を 1992年から隔年で実施し、「実施頻度」、「実施時間」や

「運動強度」から見た「運動・スポーツ実施レベル」をはじめ、スポーツ施設やスポーツボランティ

ア、好きなスポーツ選手などわが国成人の運動・スポーツの現状を明らかにしてきました。このたび

最新の報告書となる「スポーツライフ・データ 2014」を 2015年 3月 9日に発行いたします。 

最新刊のメイントピックには「東京オリンピック・パラリンピック」を取り上げ、2014 年時点に

おける観戦希望、ボランティア実施希望などについても調査、報告しています。 

 

つきましては、以下の日程で報道関係者向け説明会を行います。ぜひご参加いただきますよう、何卒

宜しくお願いいたします。 

 

日 時 3月 6日（金）11：00～12：00 

会 場 笹川スポーツ財団 会議室（港区赤坂 アーク森ビル 11階） 

内 容 「スポーツライフ・データ 2014」編集委員長 総括 

           同 編集担当者による概要説明 

     出席者 海老原 修 編集委員長（横浜国立大学 教育人間科学部 教授）他 

 

 

「スポーツライフ・データ 2014」主なポイント 
 

＜する＞ 日本のジョギング・ランニング実施人口は 986万人（推計） 

＜みる＞ 女性のテレビによるスポーツ観戦種目の 1位は「フィギュアスケート」（70.3％） 

＜ささえる＞ 

東京オリンピックにおけるボランティア実施希望は 10.8％。 

東京パラリンピックにおけるボランティア実施希望は 8.8％。 
 

 

 
 

 

この件に関するお問合せ先 

笹川スポーツ財団 広報担当：竹下・玉澤 

TEL：03-5545-3303 info@ssf.or.jp 

mailto:info@ssf.or.jp
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『スポーツライフ・データ 2014』 報道関係者向け説明会 
参加申込書（FAX） 

 

 

 

 

 

会場へのアクセス： 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・南北線「六本木一丁目駅」3 番出口より徒歩 2 分  

・南北線・銀座線「溜池山王駅」13 出口より徒歩 4 分                      

・日比谷線「神谷町駅」4 番出口より徒歩 8 分  

・千代田線 ｢赤坂駅｣5 番出口より 9 分 

フリガナ  

ご芳名  

貴社名 

          

部署名  

電話／FAX TEL：             FAX： 

E-mail  

本状をＦＡＸ（03-5545-3305）でお送りください。 （3/5 17：00締切） 
複数でご参加の場合は、コピーしてご使用ください。 

 

 

 

 

 


